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No. 質     問 回　　　答

１
同日の午後に２回会議を行う場合、会議時間が
重なることはあるか。

会議時間が重なることはありません。同日の午後に２回会議を行う場合、休憩
を挟んで次の会議を行います。

２

会議室等の関係で、会場に拡声器等の機材を必
要とするのはどのような場合か。また、拡声器
とはどのようなものか。必要な場合は複数個準
備する必要があるのか。

会議室が広くマイク音声だけでは会議の進行が難しい場合には拡声器等の機材
を必要とする場合があります。この場合の拡声器とはマイクスピーカー等を想
定しています。
また、当信用基金で所持しているマイク数では足りない場合に、不足分を用意
していただく場合があります。なお、複数本ご準備いただく可能性もあります
（最大でも３本程度と想定）。

３

速記会場には速記技能検定試験の１級又は２級
の資格を有する者が必須か。速記会場へは別の
者（資格は有していないが、実務経験１年以上
の熟練者）が出席し、校正責任を資格保持者が
実施するという形は可能か。

速記技能検定試験の１級又は２級の資格を有する方に速記業務を実施していた
だくことが必須条件です。校正責任者が上記資格を保持している場合でも、速
記実施者が資格を有していない場合は条件を満たしません。
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